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遠隔成績を改善する可能性が示唆された.

5)高度進行 ･再 発 食道痛 に対する樹状細胞 に

よる特異的癌免疫療法
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樹状細胞は最も強力な抗原提示細胞であり癌ワクチン

療法-の応周に期待が高まっている.教室では.食道扇

辛_L･_皮癌の腰痛拒絶抗原とLて久留米大学の伊束らによ

i~)同定された SART11を標的分子とした樹状細胞 ワ

クチン療法を本学倫理委員会の承認の もと,1999年 11

円より開始 している.現在までに.4例の HLAIA24

陽性の高度進行 ･再発食道噛症例に対 し行い.3例にお

いてプロ トコール治療を終 j'している.この新 しい噛 ワ

クチン療法の背景および治療の実際を概説 し,現時点に

おける本免疫療法の安全性.臨床効果について報吾する.

6)鼠径ヘルニア手 術時 に発見された精巣女性

化症候群の 2例

一精巣はす ぐに摘 除すべきか?-

内藤
荒井 ･∴ ●･-∴ -;l巨 ∴ 訂 一一.,;I

宮川 公子 ( 同 ′｣､児科 )

精巣女性化症候群は.染色体が46XY であるにもか

かわらず.アンドロゲンレセプターの障害により,男児

で精巣が存在しながら外性器が女性形を示し,伴性劣性

遺伝をし,成人した後に不妊で診断される以外に.小児

期の鼠径ヘルニアの手術時に発見されるものがある.本

症に対 して.悪性化の問題から除峯術をFl-I-･期にすべ きと

いうものと,精巣から分泌されるエストロゲンの作F-I-1に

よる二次性徴の発現する思春期以後まで待ってからにす

べきというものと様々な議論がある.

今軌 2例を経験 し,術後の遺伝相談などでの問題 を

経験 したので,報告する.

7ト ー期的腸吻合 した壊死性腸 炎の 2例
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後経過良好であった2例を経験 したので報告する,

【症例1】25週 ⊥lH,756g,胎児仮死のため緊急帝切

で出生.H齢 崩に母乳を開始 したとこ.ち,著明な腹滴,

腹部単純 Ⅹ-pで拡張 した腸管,さらに全身状態の増

悪を認めたため,日齢48に緊急開腹術施行.回腸末端に

一一･-一部紫膜が破綻 し.impendingruptureの所見がみら

れ,回腸部分切除.回腸回腸端々吻合を施行した.

【症例2】37週2[上 2290g,妊娠中毒症のため緊急帝

ころ,H齢 2に消化管穿孔が疑われ,同日緊急手術を施

行.盲腸に5×5nlm 大の穿孔 を認め回盲部切除.回

腸結腸吻合を施行した.

8)興味あ る小児腸閉塞症
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後天性に発生 したと考えられる小児原発性小腸閉塞の

2例を経験 したので文献的考察を交えて報告する.

E症例1】5ケFJ.男児.開腹歴なし_VSD.ASD に

て梶治術を施行.術後2時間30分血便にて発症.全身状

態良好で検査上異常を認めなかった.第3病H血液検査

の悪化.イレrLlス像を呈 したため開腹 した.バウヒン弁

から50cm の回腸に強い炎症を伴う喰着性 イレウスであっ

た.

【症例2】15歳,女児.開腹歴なし.肋骨原発骨肉腫に

て治頼終了し外来通院l巨 腹痛にて発症 し近医にて イレ

ウスと診断された.腫壕の腹腔内再発を否定 しきれず間

服 した.回腸に限局した線維性皮膜による破着性 イレウ

スで病理組織学的に悪性所.鋸 ま認められなか-)た.

9) ヒル シュ スプ ル ン グ病 に対 す る transanal
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最近ヒルシュスプルング病に対する開腹.腹腔鏡 を要

しない tI･anSanalendorect､alpLll1-throughの有朋

性が報告されている.我々も本庄の3例にこの術式を用

い,良好な結果が得られたので報吉する.

3刑はいずれも rectosigmoidtypeであ り,3才.

19日,42F]で手術を行った.術中迅速標本で.神経節細

胞を確認 し腸切除を行った.切除腸管の濃 さは,18cm,

12cm,22cm で,手技はいずれ も容易であった.いず

れも第2病日に経口摂取を開始 し,最初の 2例では 7病

∩,10病日に退院した.3例日は中枢性低換気症候群を


